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① 荷重 伝達 管(SUS304)
② 引張 棒(SUS304)
③ 電 気 絶縁 用 丸棒(GFRP)
④ 銅 ブロ ック摺動 ガイ ド(SUS304)
⑤ 自在 継手(SUS304)
⑥ 可 動銅 ブロ ック(タ フ ピ ッチ銅)
⑦ 電 流 リー ド用銅 網 線
⑧ プ ッシ ング ス プ リ ング(リ ン青銅)
⑨ ク リ ップゲ ージ較正 器(真 鍮)
⑩ ク リ ップゲ ージ(リ ン青銅)
⑪ 低温 用 歪 ゲ ー ジ
⑫ 電磁 力支 持 台(GFRP)




⑰ 電流 リー ド用銅 網 線
⑱ 固定 銅 ブ ロ ック(タ フ ピッチ銅)
⑲ 電気 絶 縁 用 シ ー ト(GFRP)
⑳ 熱 絶 縁 材(SUS304)
歪効果試験装置






に厚ζ、短か くす ることで達成される。これ らの要請を全て満たす様に最適なクリップ版のサイズが決

































































図2。 常 温 下 で の ク リップ写 」 ジの 較 正 曲 線 。



























図3.装 置 に セ ッ トした状 態 で の ク リッ プ ゲ
ー ジ の 較 正 曲 線 。
の増加(マ シンソフ トネス)は荷重100N当り0。017%歪であることが確認された。測定に当っては、
歪の指示値よりマシンソフトネスによる増分を差し引く必要がある。以上3段階の試験の結果、著者 ら
の装置の歪測定の精度として士0.008%歪を得ている。
4そ の場較正の為 の工夫
クリップゲージは、取扱いによっては永久変形を起こす等により、その特性が変化する可能性がある。
従って実験の度にその特性の較正を行なうのが望ましい。ゲージの特性は温度、磁場によって異なるの
で、実験での使用条件の下での較正が必要である。著者らは実験装置にゲージの較正治具(図1中 の⑨)
を取りつけている。較正用の引張り棒を、常温空間で軽く引き上げることにより、液体ヘ リゥム中、磁
場中で、かつ試料をセットしたまま、すなわち測定実験の直前、中途、直後の任意の時にゲージの較正
が可能である。較正の際に試料には一切荷重等のじょう乱は加わらない構造になっている。(この較正
治具は特許になっている)
5お わ りに
クリップゲージそのものの製作には、正味半日あれば十分である。歪ゲージの取扱いにあたっては
メーカーの説明書どおりに忠実に行なえば良い。歪ゲージ並びに関連物品には種類が多いので、カタロ
グを予め取り寄せ、また必要に応じてメーカーと相談するのが良い。歪増幅器には交流型と直流型とが
あり、一般に交流型がノイズ対策上好ましいとされている。 しかし、著者らの様に、歪ゲージを磁場中
で、しかもクリップゲージに貼布して使用する場合には、交流型だと交流電流 と磁場との問の電磁力に
より、 しなやかなリード線が振動して、逆にノイズを作り出すために、直流型を使用している。
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